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2020年 2月 3日 

報道関係者各位 

慶應義塾大学薬学部 

 

大学院薬学研究科（薬科学専攻）が 2021 年度より 

『修士-博士 4年一貫コース』を設置－博士学位を有する高度人材育成を促進－ 
 

慶應義塾大学大学院薬学研究科薬科学専攻では 2021 年 4 月から、最短 4 年間で修士学位と博士学位を取得可

能な『修士−博士一貫コース』を開始します。本制度では、審査基準を満たした優れた学生について前期博士課程

（2 年制）の在学期間を 1 年短縮して修士学位を取得後、後期博士課程（3 年制）に進学することが可能となり

ます。そのため、学部入学から 8年間で博士学位取得が可能となります。本制度により、薬科学分野において 

創造的研究を推進し未来を先導できる、高度人材育成のさらなる促進を目指しています。 

 

１．目的 

優秀な学生の博士学位取得を推進することで、創薬やライフサイエンスなど薬科学分野を先導できる 

卓越した研究者を育成することを目的とします。 

２. 開始時期 

2021年度の薬学研究科 薬科学専攻前期博士（修士）課程入学者より開始 

３．対象・条件 

慶應義塾大学薬学部薬科学科（4年制）卒業生を対象とする。 

修士課程の在学期間を短縮するためには以下の条件が必要となる。 

① 研究科委員会が定める一定の成績基準（GPA）を満たしている。 

② 修士課程修了要件として必要な講義単位の一部を、薬学部 4年次に早期修得する（先取り履修）。 

③ 博士後期課程への進学を前提とし、指導教員の推薦を受ける。 

④ 修士課程 1年次に実施される学位審査会において合格する。 

４．大学入学から博士学位取得までのスケジュール 

 

 

※ご取材の際には、事前に下記までご一報くださいますようお願い申し上げます。 

※本資料は文部科学記者会、各社社会部、教育部等に送信しております。 

 
【本発表資料のお問い合わせ先】 
 慶應義塾広報室 村上 

TEL: 03-5427-1541  FAX: 03-5441-7640  

Email: m-pr@adst.keio.ac.jp  https://www.keio.ac.jp/ 
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